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学習⽅法はどちらの⽅がよいか

⼤学の授業での指導 ⾃主的に⼯夫

近年、学習⽅法について「教員による指導・⽀援」に
重点を置く学⽣が増加している[1]

[1]第3回 ⼤学⽣の学習・⽣活実態調査報告書 ダイジェスト版｜3.⼤学⽣の学び [2016年]
https://berd.benesse.jp/up_images/research/3_daigaku-gakushu-seikatsu_04.pdf 閲覧⽇2019/7/15



l SA(Student Assistant)
・講義中の指導補助を⾏う学⽣
・教員のサポート︓講義中の質疑に対応

l 学習チュータ
・講義の補修時や講義外で学習⽀援を⾏う学⽣
・各学科4年⽣から2〜5名選出
・学内のピアサポートルームで個別指導を⾏う

※ピア(peer)
→同じような⽴場の⼈、
→同僚、仲間
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本学情報メディア学科のコースが10から13に増える[2]

[2]情報メディア学科｜情報メディア学部｜北海道情報⼤学
https://www.do-johodai.ac.jp/faculty/infomedia/ 閲覧⽇2019/7/14



学⽣に対する個別指導・コース増加
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教員・チュータ・SAの負担増加

学⽣の学習ニーズ・技術の多様化



本開発の⽬的
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①Web系科⽬の担当教員・SA・チュータ
による指導の補助

②学⽣の多様化する学習ニーズへの対応



ターゲット
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Web系科⽬の担当教員
Webに関する質問に対応する

チュータ・SA



開発
PHP、MySQLを⽤いて、
データベースに登録した
教材データを表⽰・検索

8

・カテゴリによる検索
⾔語や技術ごと

・フリーワードによる検索



開発環境

使⽤⾔語
HTML5
CSS3
PHP7.0

使⽤技術 MySQL5.0.95

使⽤ソフト Visual Studio Code (エディタ)
XFree (開発サーバー)
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教材の選定・管理
・Webに特化した教材に絞る
・利⽤者が使⽤して役⽴った教材を集約
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タイトル カテゴリ ページ種 URL 詳細

HTMLリファレン
ス

HTML,CSS
,JS 親ページ http://www.htmq.c

om/
HTML、CSS、JSについて
のタグ紹介

⾮エンジニアでも
知っておきたい︕
データベース・
MySQLの基礎

MySQL 専⽤⼦ペー
ジ

https://techacadem
y.jp/magazine/433
7

データベースの説明、
MySQLのインストール⽅
法、基本的なSQL⽂の紹介

ドットインストー
ル

HTML,CSS
,PHP,JS,M
ySQL

親ページ https://dotinstall.co
m/

3分動画を⽤いたプログラ
ミング学習サービス
無料で会員になれるが、有
料会員になるとより多くの
教材を⾒れる

http://www.htmq.com/
https://techacademy.jp/magazine/4337
https://dotinstall.com/


サイトのシステム構成
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plus.php

教材の追加表⽰・検索
result.php

管理者ログイン
login.php

change.php

教材の変更

dalete.php

教材の削除
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本サイトの⽬的『指導補助』のための⼯夫
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教材ごとの強みや評判、
教えるポイントの共有

教員とSA・チュータの
指導の差を埋める
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評価
2019年12⽉中旬 ゼミナール活動にて
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SA、チュータからの意⾒

• 必要とされているツールだと思う
• 教材についてのスクリーンショットがほしい
• UIに関する改善

教員からの意⾒

• ぜひ実⽤化してほしい
• CSSのタグなど、深掘り検索が出来てほしい
• 教材ごとの強み、弱みが分かるとよい
• 教材ごとの評価をつけれるようにしてほしい

2020年1⽉30⽇(⽊)、31⽇(⾦) 卒業研究発表会にて



現時点の改良
現在、深掘り検索ができるよう検索カテゴリを細分化
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教員・SA・チュータの指導補助のためのサイトを
開発

多くの⼈から実⽤化してほしいとの声を受けた

教材や機能の追加→今後の運⽤の中で⾏う
(教材の難易度・教材の評価など)

今後の課題


